
平成28年１月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２３１号　　（４）

古紙配合率100％再生紙を使用しています

●➡議会だより、議会ホームページに関するご意見はこちらへ　〒248-8686（住所は省略できます）議会広報委員会　Ｅ-mail:gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

補正
予算 第46号 平成27年度鎌倉市一般会計補正予算（第３号）

（旧図書館耐震・補強設計等業務に係る経費の追加等） 可決

条
例

第33号 鎌倉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について 可決

第34号 鎌倉市景観重要建造物等保全基金条例の制定について 可決
第35号 鎌倉市立御成小学校旧講堂保存活用計画策定委員会条例の制定について 可決
第36号 鎌倉市芸術館条例の一部を改正する条例の制定について 可決
第37号 鎌倉市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可決

第38号 鎌倉市職員の職務に専念する義務の特例に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可決

その他 第25号 指定管理者の指定について（玉縄子育て支援センター） 可決

議
会
議
案

第８号 松尾市長の任期中に一般廃棄物の戸別収集について公平に早期の
全戸実施を求める決議について 否決

第９号
鎌倉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定につ
いての附帯決議
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議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

旧
図
書
館
耐
震
・
補
強
設
計
等

業
務
に
係
る
経
費
、
岡
本
二
丁
目

用
地
施
設
整
備
基
本
計
画
等
策
定

に
係
る
経
費
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
係
る
経
費
、
生
ご
み

処
理
機
購
入
費
助
成
に
係
る
経

費
、
北
鎌
倉
隧
道
安
全
対
策
に
係

る
経
費
お
よ
び
御
成
小
学
校
旧
講

堂
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
係
る
経

費
の
追
加
な
ら
び
に
分
庁
舎
お
よ

び
旧
教
育
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業
費

の
減
額
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
３
億
２
８

５
３
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
は
６
１
７
億
９
９
７
３

万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
《
人
事
案
件
》

公
平
委
員
会
の
委
員

　

委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
後
任

者
と
し
て
、
引
き
続
き
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

で
は
総
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

堀
内　

俊
一
氏
（
雪
ノ
下
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
27
年
10
月
29
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

○：賛成　－：反対　退：退席

　会　派　名

　議　員　名
主　　　な　　　議　　　案 議決

結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�前川綾子議員は議長のため、採決には参加し
ていません。

※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※平成27年10月30日付で「新・草莽の会」が解散し、長嶋竜弘議員、渡邊昌一郎議員、岡田和則議員は無所属となりました。

議 決 さ れ た 主 な 議 案

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
議

案
８
件
お
よ
び
書
面
に
よ
る
動
議

１
件
が
、
市
長
か
ら
議
案
28
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
の

内
容
お
よ
び
議
会
に
お
け
る
議
決

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
《
議
員
提
出
議
案
》

松
尾
市
長
の
任
期
中
に
一
般
廃
棄

物
の
戸
別
収
集
に
つ
い
て
公
平
に

早
期
の
全
戸
実
施
を
求
め
る
決
議

に
つ
い
て

　

戸
別
収
集
に
つ
い
て
、
市
長
は

平
成
30
年
10
月
ま
で
に
は
全
戸
実

施
を
行
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表

し
た
が
、
市
長
の
任
期
は
平
成
29

年
10
月
ま
で
で
あ
り
、
次
期
任
期

の
市
長
の
方
針
次
第
で
白
紙
化
さ

れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
た
め
、
市

民
か
ら
２
期
目
の
信
託
を
得
た
市

長
の
責
任
と
し
て
、
有
料
化
の
先

行
実
施
と
い
う
負
担
増
の
み
の
政

策
だ
け
で
は
な
く
、
与
え
ら
れ
た

任
期
中
に
市
民
に
約
束
し
た
戸
別

収
集
に
つ
い
て
も
、
一
部
地
域
の

住
民
だ
け
が
優
遇
さ
れ
た
政
策
の

展
開
で
は
な
く
、
早
期
の
全
戸
実

施
実
現
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

　
（
そ
の
ほ
か
、
可
決
し
た
主
な

意
見
書
に
つ
い
て
は
２
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

　
《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

景
観
重
要
建
造
物
等
保
全
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
市
の
都
市
景
観
の
形
成
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
景
観
重
要
建

造
物
等
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
保
全
事
業
の
推
進
を

図
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
設
置

し
、
そ
の
管
理
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も

の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
立
御
成
小
学
校
旧
講
堂
保

存
活
用
計
画
策
定
委
員
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

御
成
小
学
校
旧
講
堂
の
保
存
活

用
計
画
の
策
定
に
関
し
、
調
査
審

議
を
行
う
委
員
会
を
設
置
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る

も
の
で
す
。

　10月30日の本会議において、７月２日付で議会
から監査請求した「鎌倉市職員団体のための職員の
行為の制限の特例に関する条例に基づいて、職務専
念義務の免除に係る事務について」の監査結果が監
査委員から報告されました。

　監査結果報告の内容は鎌倉市議会のホームページ
で公開しております。

　

今
９
月
定
例
会
で
は
、
会
期
が

大
幅
に
延
長
し
ま
し
た
。ま
ず
は
、

９
月
定
例
会
が
ど
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
の
か
を
お
伝
え
す
る
べ

く
、
１
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
を
文
字
だ
け
で
伝

え
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
市
民

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
て
読
み

や
す
い
紙
面
と
な
る
か
を
議
論

し
、
編
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

情
報
伝
達
が
進
ん
だ
社
会
に
お

い
て
、「
今
起
き
た
こ
と
」
を
、

よ
り
早
く
、
正
確
に
多
く
の
情
報

を
お
届
け
す
る
た
め
に
も
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
新
た
な
情
報
伝
達
手
段
を

活
用
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

親
し
み
や
す
い
議
会
広
報
活
動
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
日
向　

慎
吾
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委 

員 

長　
日
向　
慎
吾

　
副
委
員
長　
中
村
聡
一
郎

　
委　
　
員　
保
坂　
令
子

　
委　
　
員　
西
岡　
幸
子

　
委　
　
員　
池
田　
　
実

　
委　
　
員　
吉
岡　
和
江

編
集
後
記

監
査
請
求
の
動
議
を

可
決

鎌
倉
市
が
一
般
社
団
法
人
ト
ン
ネ

ル
技
術
協
会
に
対
し
て
委
託
し
た

「
北
鎌
倉
隧
道
安
全
性
等
検
証
作

業
」
に
係
る
事
務
に
つ
い
て

　

10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
建
設

常
任
委
員
会
の
陳
情
第
17
号
お
よ

び
第
21
号
の
審
査
に
お
い
て
、
北

鎌
倉
隧
道
安
全
性
等
検
証
委
員
会

に
よ
る
検
証
作
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
に
調
査
を
受
託
し
た
業

者
が
今
回
も
検
証
作
業
に
加
わ
っ

て
お
り
、
外
注
費
と
し
て
、
あ
ら

た
め
て
作
業
費
用
が
支
払
わ
れ
た

こ
と
は
、
そ
の
委
託
金
額
の
妥
当

性
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
性
の
担

保
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
疑
義
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
審
査
経
過
を
受
け
、
上
畠

寛
弘
議
員
、
三
宅
真
里
議
員
、
中

澤
克
之
議
員
、
岡
田
和
則
議
員
、

松
中
健
治
議
員
ほ
か
３
名
か
ら
、

10
月
27
日
に
地
方
自
治
法
第
98
条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
査
請

求
に
つ
い
て
の
動
議
が
提
出
さ

れ
、
10
月
30
日
開
催
の
本
会
議
で

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
、
監
査

請
求
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ご参加をお待ちしています！
議員定数に関する意見聴取会を開催

　現在、鎌倉市議会では「議員定数のあり方」に
ついて検討を行っています。皆さまのご意見を伺
い、検討の参考とさせていただくために「意見聴
取会」を開催します。

　初めに、専門家から議員定数を考える上での講
義を行い、その後ワールドカフェ方式で意見聴取
会を行う予定です。

※�武道館にお越しの際には、公共交通機関をご利用く
ださい。市役所の駐車場は、当日、市民駐車場とな
るため、ご利用は有料になります。
　�事前の参加申し込みは不要ですが、あらかじめご連
絡いただければ幸いです。

平成28年１月30日（土）
鎌倉武道館会議室　　10時～12時
市役所全員協議会室　14時～16時
午前・午後ともに同じ内容です

日時
・
場所

（連絡先）　鎌倉市議会事務局　　　電話0467（23）3000
　　　　　　　　　　　　　　　　内線2447・2448


